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１０月～１１月

 「ミスをせず、悔いの残らない演技をしたい」と決意

を述べたのは、『全日本ジュニア新体操選手権大会』に

団体の部で出場する篠崎花純さんです。

　１０月１９日から２１日にかけて、東京で開催される大

会に向け、１０月１８日、市長室を訪れました。

※篠崎さんの所属する竹田ＲＧは、クラブを使った演

　技で６位の好成績を収めました。

篠崎さん、新体操全国大会へ

　１１月７日、しおさい公園

市民体育館で『第３回伊予

市老人クラブ連合会スポー

ツ大会』が行われました。

　市内の老人クラブが主催

して行われたこの大会で

は、玉入れや呼吸を合わせ

て玉をキャッチする競技な

ど全部で１７の種目があり、参加者はわきあいあいと体

を動かし、楽しんでいました。また、１位になった地区

には、大きな拍手や声援がおくられていました。

老人クラブ
スポーツ大会

茶文化国際交流 ２００７

ほたるの里の農村体験
　１０月２１日、翠小学校周辺を会場に県主催の「翠地区ほ

たるの里の農村体験２in 双海」が開催されました。

　松山市などを中心に３０組以上の親子が参加し、ムラサ

キ芋掘り、炭焼き、お豆腐づくりの３コースに分かれ、地

元のグリーンツーリズム推進協議会員が体験指導を行

いました。

　お豆腐づくりを指導した女性グループは、大豆からお

豆腐ができるまでを分かりやすく説明しながら作業を

行い、参加した親子は一緒になって農村ならではの体験

交流を満喫していました。

　中山町の出渕２広報区では、自分たちの住む地域の

子どもや高齢者を自分たちの手で守っていこうと「伊

予市出渕２区防犯協議会」が設立されました。

　協議会では、８台の自家用車に防犯ステッカーと青

色回転灯を装着し、出渕２広報区だけでなく、中山地区

全域を活動範囲として、犯罪防止と住民の防犯意識向

上のためにパトロールします。

子どもや高齢者を守るために

　１０月２１日、『第１回「マミ♡サポ」まつり』が子育て

支援センターで開催されました。

　今年１月に開設した伊予市ファミリー・サポート・

センター「マミ♡サポ」では、子育てに奮闘する親と子

育てに協力できる会員を結ぶ活動をしています。当日

は、会場でバザーも行われ、会員や子どもたちが劇を見

たり、一緒に歌ったり踊ったりして楽しみました。

マミ♡サポまつり

　１１月３日、伊予市市民会館で、『人権を考える市民の

集い』が開催されました。人権標語等の作品表彰の後、

人権作文の部で入賞した３人が作文を朗読しました。

また、徳島県人権・同和教育講師団講師の中倉茂樹さ

んの講演では、自身が体験したいじめや結婚差別を語

る中で、「人権学習・同和教育は、みんなが幸せになる

ための勉強」と来場者に訴えました。

みんなが幸せになるために
　１０月２８日、県内から３７チームが参加し、『第１１回し

おさいクリテリウム駅伝大会』が開催され、しおさい公

園周辺７区間４０㎞をタスキでつなぎました。天候に

恵まれ照り付ける日差しの中、出場選手たちは、声援を

受けながらそれぞれが懸命の走りを見せていました。

優勝は松山自衛隊チームで、記録は２時間２０分でした。

また、伊予市体協Ａチームが８位と健闘しました。

クリテリウム駅伝大会

　１０月２９日、四国電力株式会社から市に対して街路灯

２８灯が寄贈されました。

　四国電力株式会社が実施する「よんでんグループふ

れあい旬間」の明るい街づくりへの取り組みの一環と

して行われたもので、市は、夜間における犯罪の防止と

市民の通行の安全を図り、安全で安心して暮らせるま

ちづくりを推進するために活用します。

四国電力から街路灯を寄贈
　１１月１１日、えひめ森林公園で、伊予ロータリークラ

ブ主催の鳥の巣箱掛けが行われ、ガールスカウト・ボ

ーイスカウトの子どもたちや緑の少年隊の中学生な

ど約８０人が参加しました。日本野鳥の会の丹下一彦さ

んに正しい巣箱の掛け方を教わった後、参加者は、巣箱

を５０セット作成し、鳥が巣にしやすい場所を選びなが

ら次々と木に掛けていきました。

伊予ロータリー巣箱掛け

　１１月３日、老人福祉センターで『２００７茶文化交流会』

が開催され、世界の茶文化のパネル展示や中国・イギリ

ス・スリランカのお茶の試飲会などが行われました。

　来場者は、香り高い中国のウーロン茶やたっぷりの牛

乳にしょうがをいれたスリランカの紅茶を飲みながら、

それぞれの国でのマナーや日本との慣習の違いを質問

し、お互いの文化を知る楽しい場となっていました。


